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右
之
苦
行
司
立
合
相
致
低
所
何
方
に
も
差
構
無
之
書
に
御
腫
脹

問
板
行
被
琉
仰
付
被
了
候
様
に
御
願
上
可
被
下
候
　
以
上
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明
和
四
年
亥
正
月

国
　
文
　
撃
　
致
　
　
第
一
単

手
帳
の
中
か
ら

藤
　
井
．
乙
　
男

大
阪
の
書
籍
商
組
合
事
務
所
に
．
は
享
保
頃
か
ら
維
新
前
に
至
る

出
版
屑
を
保
存
し
て
居
る
。
江
戸
も
京
郡
も
皆
焼
失
し
て
し
ま
っ

た
今
日
で
は
、
出
版
史
上
貴
重
な
貿
料
ミ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先

年
一
見
し
た
際
、
手
帳
に
ヾ
し
め
て
置
い
た
も
の
1
中
か
ら
、
少
し

話
し
て
見
よ
う
。

私
の
興
味
を
も
つ
上
田
秋
成
の
も
の
か
ら
始
め
る
。

兇

一
肝
間
妾
形
嵐
　
全
四
肪

柴
島
永
爽
町

卸
三
人
へ

諸
道
悲
耳
世
間
猿作

者

木
や
行
司
安
堂
寺
町
五
丁
目

本
　
屋
　
伊
　
兵
　
衛

高
艦
橋
一
丁
日

富
　
士
　
足
　
長
兵
衛

車
　
　
　
町

開
坂
入
　
　
正
　
本
　
や
　
清
兵
街

全
部
五
肪

党
嶋
永
尭
町

損

は

　

　

　

里

作
　
　
者

鴫
や
仙
次
郎

司

－

司

　

太

右
之
苔
行
司
立
合
欄
致
候
虚
何
方
に
も
差
構
無
之
井
に
御
座
挟

間
板
行
被
鵠
仰
付
被
下
僕
穏
和
願
上
可
被
下
條
　
以
上

明
和
元
申
年
十
一
月本
屋
行
司
・
水
挽
町
中
之
町
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青

文

字

昆

市

兵

衛

頗
堤
町
五
丁
目

升
　
尾
　
　
大
　
戒

車
　
　
　
町

開
校
人
　
　
正
　
本
　
昆
二
活
兵
衛

伊
勢
村
新
右
街
門
投

野
里
屋
四
郎
左
衝
門
殴

陳
犀
星
仁
兵
衛
殿

書
式
は
右
の
如
く
本
屋
行
司
が
検
閲
の
上
達
著
し
て
年
軍
二
人

へ
願
ひ
出
る
の
で
あ
る
。
戯
作
類
の
も
の
．
は
筆
名
で
よ
か
っ
た
も

の
ヾ
1
見
え
て
∵
和
霹
太
郎
や
損
徳
望
な
き
ゝ
著
し
て
る
ち
が
、
面

白
い
こ
ミ
は
和
琵
太
郎
の
后
に
匙
を
か
け
て
、
嶋
や
仙
次
郎
ミ
傍

書
し
た
鮎
で
あ
る
。
是
に
よ
っ
て
秋
成
の
養
子
に
い
っ
た
蛍
嶋
の

土
間
ヾ
し
い
ふ
家
は
永
東
町
に
あ
っ
て
家
親
を
鳩
尾
ミ
い
ひ
、
秋
成

も
若
旦
那
時
代
に
は
仙
次
郎
ヾ
）
呼
ば
れ
た
事
が
判
る
。
秋
成
は
闊

軍
の
方
で
の
名
、
鈴
調
は
賢
者
ミ
し
て
の
名
で
あ
ら
う
。

な
は
秋
成
の
も
の
は
此
他
に

俳
譜
梅
翁
覆
句
む
か
し
n
　
全
部
虜
茄

昧
　
爽
　
抄

編
　
　
者

安
永
六
酉
年
二
月

古
今
和
歌
集
訂
恋

尼
崎
町
萱
丁
昌

上
　
田
　
　
無
　
腸

校
考
者
全
部
七
筋淡
路
町
卯
町

・
上
　
田
　
　
秋
　
成

秋
成
の
韓
居
癖
は
有
名
で
、
自
ら
鶉
居
ヾ
）
粟
し
た
任
で
あ
る
が
、

大
阪
市
中
で
も
既
に
尼
崎
町
．
淡
路
町
ミ
か
は
っ
て
居
る
。
刊
本

の
「
む
か
し
口
」
に
は
編
者
の
署
名
な
く
、
後
刷
本
は
「
宗
因
句
集
」

ミ
改
題
し
、
一
炊
葛
や
月
居
の
序
な
き
つ
け
て
あ
る
の
で
、
往
々

一
炊
庵
の
編
韓
の
や
う
に
考
へ
る
人
も
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
巻
首

に
掲
げ
た
宗
囚
博
の
文
事
が
亨
フ
し
て
も
普
通
の
俳
譜
師
の
笠
ら

し
く
な
く
、
ま
た
版
下
が
秋
成
の
手
に
酷
似
し
て
ゐ
る
の
で
、
久

し
く
疑
を
も
つ
て
ゐ
た
が
、
是
に
由
っ
て
自
分
の
推
測
の
的
中
し

た
碇
詮
を
得
て
愉
快
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。

紛
管
の
よ
し
野
　
全
響
嘉
島
町
立
丁
目

作
　
　
者

伊
丹
∵
屋
∵
薫
兵
衛

芝57
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国
　
文
　
撃
　
放
　
　
第
一
輯

上
方
の
読
本
作
者
伊
丹
椿
園
の
任
所
ミ
通
辞
が
わ
か
っ
た
。
椿

園
は
こ
の
他
に
今
古
奇
談
ヾ
」
角
書
し
た
易
草
．
唐
錦
、
探
山
草
の

件
が
あ
る
。

儲
後
に
近
松
の
文
革
観
を
見
る
べ
き
唯
一
の
資
料
ヾ
こ
て
重
賓

が
ら
れ
る
難
波
み
や
げ
の
届
書
を
蓼
げ
て
一
疑
問
を
掘
出
す
る
。

一
浄
瑠
璃
評
註
　
　
全
部
三
筋

難
波
み
や
け
、

作
l
　
者
．
備
前
岡
山
　
三
木
卒
右
街
門

閥
坂
入
　
　
　
　
　
永
田
や
吉
右
衛
門

右
之
書
物
行
司
立
合
胡
致
候
所
何
方
へ
も
差
構
無
之
書
に
而
御

座
候
同
校
行
被
仰
付
被
下
候
提
御
願
上
可
被
下
供
　
以
上

．
∴
∬
文
二
年
巳
五
月

難
波
み
や
げ
は
近
松
牛
二
の
父
穂
積
以
首
の
著
ヾ
L
L
て
こ
れ
ま

で
通
っ
て
居
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
こ
1
．
に
は
作
者
備
前
岡
山

三
木
卒
右
街
門
ヾ
し
あ
る
。
以
貫
は
儒
者
で
あ
る
か
ら
渾
瑠
璃
の
廓

註
に
名
を
署
す
る
を
伴
っ
て
他
人
の
名
を
借
り
た
の
で
あ
ら
う

か
。
し
か
し
以
貰
ミ
決
定
す
べ
き
理
由
も
薄
弱
な
や
う
で
あ
る
。

巻
首
の
近
松
の
膏
像
に
鷺
を
し
て
ゐ
る
か
ら
ヾ
し
て
、
そ
の
人
が
必

す
L
も
此
苦
の
著
者
で
あ
る
ミ
は
い
ほ
れ
ま
い
。
・
序
文
を
書
い
た

西
海
の
蘭
皐
ヾ
」
は
い
か
な
る
人
か
、
こ
れ
も
不
明
で
あ
る
。
以
貫
ヾ
し

近
松
ミ
は
交
際
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
近
松
に
も
交
友
は
多
か

ら
う
か
ら
、
そ
．
れ
の
み
で
以
貫
の
作
ヾ
－
決
定
す
る
も
稽
ミ
軽
卒
の

や
う
に
思
は
れ
る
。
さ
れ
ば
ヾ
モ
岡
山
の
三
木
粟
な
る
者
も
一
向

素
性
が
わ
か
ら
ぬ
か
ら
、
今
の
…
溝
こ
の
文
書
の
み
で
、
そ
れ

が
眞
の
著
者
で
あ
る
ミ
も
、
軍
に
ロ
ボ
ッ
ト
た
る
に
過
ぎ
な
い
ヾ
」

も
．
判
定
は
下
し
が
た
い
。
ヾ
）
に
か
く
疑
問
ミ
し
て
解
決
さ
れ
る
時

期
の
来
る
を
待
た
う
。
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「
お
ぼ
ろ
」
考

栗
　
山
　
埋
一

湖
水
眺
望

一
唐
崎
の
松
は
花
よ
り
脱
に
て

貞
享
二
年
「
野
晒
紀
行
」
中
の
芭
薫
の
旬
で
あ
る
が
、
そ
の
常
時

か
ら
既
に
切
字
の
問
題
で
喧
し
い
旬
で
あ
る
。
（
去
来
抄
一
。
新
が
、

こ
の
切
字
以
外
に
、
句
会
濃
の
鑑
賞
に
於
て
も
主
査
の
間
近
が
論

tosho-seibi-repo
長方形




